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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月25日(2017.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　核酸相互作用複合体のアンタゴニストのコロナ、ここで前記核酸相互作用複合体のアン
タゴニストの表面密度が少なくとも０．３ｐｍｏｌ／ｃｍ２であり、ここで核酸相互作用
複合体のアンタゴニストが、任意に、少なくとも１のホスホジエステルヌクレオチド間結
合を有する核酸である、を含む、ナノスケールコンストラクト。
【請求項２】
　コロナ中に組み込まれた抗原、ここで該抗原の表面密度が少なくとも０．３ｐｍｏｌ／
ｃｍ２である、
をさらに含む、請求項１に記載のナノスケールコンストラクト。
【請求項３】
　組み込まれた核酸相互作用複合体の少なくとも２つのアンタゴニストを有し、ここで前
記アンタゴニストが、ＴＬＲ３、７／８および／または９のアンタゴニストからなる群よ
り選択される、
を含む、請求項１に記載のナノスケールコンストラクト。
【請求項４】
　ａ）核酸相互作用複合体のアンタゴニストがスペーサーを含む、
ｂ）ＲＮＡもしくはＤＮＡである、
ｃ）二本鎖ＲＮＡもしくは二本鎖ＤＮＡである、または
ｄ）一本鎖ＲＮＡである、
請求項１～３のいずれか一項に記載のナノスケールコンストラクト。
【請求項５】
　核酸相互作用複合体のアンタゴニストの表面密度が少なくとも１５ｐｍｏｌ／ｃｍ２で
あるか、または少なくとも４５ｐｍｏｌ／ｃｍ２である、請求項１～４のいずれか一項に
記載のナノスケールコンストラクト。
【請求項６】
　核酸相互作用複合体のアンタゴニストが非メチル化デオキシリボ核酸であり、該非メチ
ル化デオキシリボ核酸が、最適化された免疫調節配列を含む、請求項４に記載のナノスケ
ールコンストラクト。
【請求項７】
　ナノスケールコンストラクトが、金属性であるナノ粒子コアを含み、該金属コアが、金
、銀、白金、アルミニウム、パラジウム、銅、コバルト、インジウム、ニッケルおよびそ
れらの混合物からなる群より選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載のナノスケ
ールコンストラクト。
【請求項８】
　ナノスケールコンストラクトが分解可能である、１～７のいずれか一項に記載のナノ粒
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子コンストラクト。
【請求項９】
　ナノスケールコンストラクトの直径が、平均直径において１ｎｍ～約２５０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約２４０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約２３０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約２２０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約２１０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約２００ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約１９０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約１８０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約１７０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約１６０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約１５０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約１４０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約１３０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約１２０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約１１０ｎｍ、平均
直径において約１ｎｍ～約１００ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約９０ｎｍ、平均直
径において約１ｎｍ～約８０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約７０ｎｍ、平均直径に
おいて約１ｎｍ～約６０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約５０ｎｍ、平均直径におい
て約１ｎｍ～約４０ｎｍ、平均直径において約１ｎｍ～約３０ｎｍ、または平均直径にお
いて約１ｎｍ～約２０ｎｍ、または平均直径において約１ｎｍ～約１０ｎｍである、請求
項１～８のいずれか一項に記載のナノスケールコンストラクト。
【請求項１０】
　アンタゴニストがＣｐＧオリゴヌクレオチドである、請求項１に記載のナノスケールコ
ンストラクト。
【請求項１１】
　コロナが球状コロナである、請求項１～１０のいずれか一項に記載のナノスケールコン
ストラクト。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のナノスケールコンストラクトおよびキャリアを
含む、ワクチン。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のナノスケールコンストラクトを細胞に送達する
ことを含む、治療剤を細胞に送達するための方法。
【請求項１４】
　感染性疾患、炎症により誘導される癌、自己免疫疾患、アレルギー、アレルギー性疾患
、炎症性疾患、代謝性疾患または心臓血管疾患を処置するために用いるための、あるいは
対象が組織もしくは臓器移植のための候補またはそのレシピエントである、請求項１～１
１のいずれか一項に記載のナノスケールコンストラクトを含む、組成物であって、該組成
物が、免疫応答を低下させるために有効な量で前記対象に投与される、前記組成物。
【請求項１５】
　対象における免疫応答の調節に用いるための、請求項１～１１のいずれか一項に記載の
ナノスケールコンストラクトを含む組成物または請求項１２に記載のワクチンであって、
該組成物またはワクチンが、対象に、免疫応答を調節するために有効な量で投与される、
前記組成物またはワクチン。
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